
六
月
ま
で
続
き
、
山
頂
付
近
に
溶
岩
ド
ー
ム
で

あ
る
平
成
新
山
を
出
現
さ
せ
た
。

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
は
、
平
成
大
噴
火
に
よ

る
自
然
の
脅
威
と
、
災
害
か
ら
得
た
教
訓
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
正
確
に
後
世
に
伝
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
博
物
館
で
あ
る
。
そ
の
開

館
時
期
は
、
一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
に
発
生

し
た
阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
記
憶
を
伝
え
る
た

日
ひ

髙
だ か
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雲
仙
岳
災
害
記
念
館
と
は

雲
仙
岳
災
害
記
念
館（
が
ま
だ
す
ド
ー
ム
）は
、

一
九
九
〇
年
一
一
月
か
ら
一
九
九
六
年
六
月
ま

で
続
い
た
雲
仙
岳
の
噴
火
災
害
の
教
訓
を
伝
え

る
博
物
館
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
七
月
に
開
館

し
た
こ
の
博
物
館
は
、
日
本
で
唯
一
の
火
山
体

験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
、
多
く
の
来
館
者
を

迎
え
て
い
る
。
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
の
愛
称
は
、

が
ま
だ
す
ド
ー
ム
と
い
う
。「
が
ま
だ
す
」
と
は
、

島
原
地
方
の
方
言
で
「
が
ん
ば
る
」
と
い
う
意

味
で
あ
り
、
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
の
役
割
を
的

確
に
あ
ら
わ
し
た
愛
称
と
い
え
る
。

雲
仙
岳
の
平
成
大
噴
火

平
成
大
噴
火
と
さ
れ
た
、
雲
仙
岳
の
噴
火

災
害
を
簡
単
に
振
り
返
り
た
い
。
雲
仙
岳
は
、

一
九
九
〇
年
一
一
月
一
七
日
に
一
九
八
年
ぶ

り
に
噴
火
し
た
。
一
九
九
一
年
五
月
に
は
巨
大

な
溶
岩
ド
ー
ム
が
確
認
さ
れ
、
そ
し
て
六
月
に
大

火
砕
流
を
発
生
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
、
消
防
団
員

や
火
山
学
者
、
報
道
関
係
者
ら
四
三
人
が
死
者
・

行
方
不
明
者
と
な
る
な
ど
痛
ま
し
い
被
害
を
だ
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
噴
火
活
動
は
一
九
九
六
年

言
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
、
被
災

し
た
方
々
か
ら
来
館
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
る
「
明
日
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
か
ら
、
被
災

者
の
気
持
ち
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら

の
展
示
か
ら
は
、
火
山
噴
火
時
の
避
難
の
重
要

性
、
防
災
の
意
識
の
重
要
性
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

そ
の
ほ
か
、
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
の
関
連
施

設
と
し
て
、
車
で
五
分
程
度
は
な
れ
た
と
こ
ろ

に
、
土
石
流
被
災
家
屋
保
存
公
園
が
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
雲
仙
岳
の
平
成
大
噴
火
に
よ
る
土
石

流
に
飲
み
込
ま
れ
た
家
屋
が
そ
の
ま
ま
保
存
・

展
示
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
被
害
の
大
き
さ
を

直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

災
害
の
記
憶
を
伝
え
る
展
示
の
役
割

災
害
の
展
示
は
、
大
き
く
三
つ
の
段
階
に
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
ひ
と
つ
め

は
、
災
害
発
生
か
ら
比
較
的
早
い
時
期
に
お
こ

な
わ
れ
る
も
の
で
、
被
災
地
の
社
会
背
景
を
見

つ
め
な
お
し
、
そ
の
地
域
で
育
ま
れ
た
文
化
に

配
慮
し
た
復
興
計
画
の
必
要
性
を
提
示
す
る
展

示
で
あ
る
。
ふ
た
つ
め
は
、
被
災
地
か
ら
学
び

を
得
て
、
他
の
地
域
に
お
い
て
将
来
の
防
災
、

減
災
を
考
え
る
展
示
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
つ

め
は
、
こ
れ
ま
で
の
ふ
た
つ
の
段
階
の
展
示
を

継
承
し
な
が
ら
、
災
害
の
経
験
や
記
憶
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
の
メ
モ
リ
ア
ル
と
し
て
の
役
割

を
期
待
さ
れ
る
展
示
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
災

景
」
の
展
示
と
、
雲
仙
岳
の
噴
出
物
の
標
本
で

あ
る
「
平
成
噴
火
噴
出
物
の
は
ぎ
取
り
標
本
」

の
展
示
に
い
た
る
。
こ
こ
ま
で
の
展
示
で
、
雲

仙
岳
の
平
成
の
大
噴
火
の
概
要
と
そ
の
脅
威
が

理
解
で
き
る
仕
掛
け
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
現
在
の
雲
仙
岳
の
様
子
を
鳥
の
目
線

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ア

イ
」、「
島
原
大
変
肥
後
迷
惑
」
と
い
わ
れ
た
寛

政
四
年
（
一
七
九
二
年
）
の
大
噴
火
の
歴
史
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
「
島
原
大
変
劇
場
」
へ
と

つ
な
が
る
。
続
い
て
、
二
階
に
移
動
す
る
と
、

一
九
九
一
年
六
月
三
日
の
大
火
砕
流
で
犠
牲
に

な
っ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
被
災
カ
メ
ラ
と
、
カ
メ

ラ
に
残
さ
れ
て
い
た
実
写
映
像
（
撮
影
時
間
三

七
八
秒
）
を
基
に
編
集
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組
「
雲
仙
・
大
火
砕
流
3
7
8
秒
の
遺

め
に
二
〇
〇
二
年
三
月
に
開
館
し
た
「
防
災
未

来
館
（
現
在
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
）」
と

ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
に

お
け
る
大
規
模
災
害
の
展
示
施
設
と
し
て
、
草

分
け
的
な
存
在
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
の
展
示
内
容

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
の
展
示
は
、
一
階
と
二

階
に
わ
た
っ
て
九
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
大
別
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
は
マ
グ
マ
に
包
ま
れ
る
よ
う
な

印
象
を
も
つ
導
入
部
分
の
「
マ
グ
マ
ゲ
ー
ト
」

を
抜
け
る
と
、
火
砕
流
で
焼
け
焦
げ
た
木
々
を

展
示
し
た
長
さ
三
九
メ
ー
ト
ル
の
「
火
砕
流
の

道
」
と
よ
ば
れ
る
展
示
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

床
を
火
砕
流
と
同
じ
時
速
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
光
が
駆
け
抜
け
る
こ
と
で
、
そ
の
速
度
を

体
感
で
き
る
。
そ
の
後
、
実
際
の
火
砕
流
や
土

石
流
の
映
像
を
基
に
し
て
制
作
さ
れ
た
雲
仙
岳

の
噴
火
を
体
験

で
き
る
「
平
成

大
噴
火
シ
ア

タ
ー
」
を
観
覧

し
て
、
噴
火
で

被
災
し
た
電
柱

や
電
話
、
車
両

な
ど
が
展
示
さ

れ
る
「
焼
き
尽

く
さ
れ
た
風

雲仙岳災害記念館の全景（掲載写真はすべて2017年3月に撮影）

「焼き尽くされた風景」の展示コーナー

一
九
九
〇
年
一一
月
か
ら
一
九
九
六
年
六
月
の
噴
火
終
息
宣
言
ま
で
続
い
た
雲
仙
岳
の

平
成
大
噴
火
。
こ
の
噴
火
災
害
の
教
訓
を
今
に
伝
え
る
、日
本
で
唯
一
の
火
山
体
験

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
紹
介
す
る
。

雲仙岳災害記念館／日本

土石流被災家屋保存公園

害
の
経
験
を
学
び
、
次
の
災
害
へ
の
備
え
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
展
示
で
あ
り
、
被
災
地

に
お
け
る
災
害
の
記
憶
の
集
積
地
と
し
て
、
被

災
地
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
は
こ
の
役
割
を
担
っ
た
展

示
施
設
と
い
え
る
。

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
は
、
過
去
の
災
害
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
被
害
の
原
因
を
分
析

し
つ
つ
、
災
害
の
記
憶
そ
の
も
の
を
伝
え
て
い

く
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
目
的
に
十
分
到

達
で
き
る
展
示
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

時
間
の
経
過
に
と
も
な
っ
て
来
館
者
の
記
憶
が

薄
れ
る
と
、
展
示
内
容
の
理
解
を
促
す
こ
と
は

難
し
く
な
る
と
考
え
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に

災
害
の
記
憶
の
再
検
証
と
展
示
の
更
新
は
定
期

的
に
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
点
も
考
慮
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
は
二
〇
一
七
年
度
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
着
手
す
る
。
平
成
大
噴
火

が
発
生
し
た
一
九
九
〇
年
か
ら
二
七
年
、
噴

火
が
終
息
し
た
一
九
九
六
年
か
ら
は
二
一
年
、

二
〇
〇
二
年
の
開
館
か
ら
は
一
五
年
を
経
た

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
。
こ
の
時
間
経
過
の
な
か

で
、
あ
ら
た
に
得
ら
れ
た
知
見
や
教
訓
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

の
う
え
で
、
災
害
当
時
の
生
の
記
憶
を
ど
の
よ

う
に
伝
え
る
の
か
と
い
う
点
に
も
注
目
し
た
い
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
に
再

び
訪
れ
て
み
た
い
と
思
う
。
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